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平成 29年度長崎県公共事業評価監視委員会意見書

諮間があつた再評価対象の「一般県道 諫早外環状線 (諌早イン

ターエ区)道路改築事業」他 3事業については、いずれも対応方
針 (原案)どおり認める。

【参考】

審議経過

・第 3回委員会 (平成30年 2月 20日 開催 )
再評価対象事業の説明及び審議
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<別記 4>
平成29年度 再評価対象事業数一覧(第3回委員会)

担当部 担当課 対象事業数 県事業 市町事業 備 考

漁港漁場課

農村整備課

森林整備室

水環境対策課

都市計画課

道路建設課

道路維持課

港湾課

河川課

砂防課
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(月1記5)

平成29年度再評価対象事業位置図

分

道建-8主 要地方道佐世保日野松浦線
(松浦インターエ区)道路改築事業
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道建-5-般 県道諌早外環状線
(諌早インターエ区)道路改築事業・

道建-6-般 県道諫早外環状線
(鷲崎～栗面工区)道路改築事業
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別記6(再評価 )

く男U;穏  6〉

29 一覧
事業計画 再評価の視点

工 期 事業費 事業進捗の状況及び見込み 費用対効果分析

着エ 完了 (億円)
H呼準慶通

進捗率
用 理 HZV年度

▲豊書
‖3υ写 瞳 B/C

理
号
整
番 事業名 施設名

業
体
事
主 事業箇頭 事業概要

上段 :当初※ 1
下段 :変更

再評価の
理由※3

(億円) (銘)
lヽ )

※2 (億円) (億円)

応
針
案

対
方
原

上位計画への位置づ
関連事業の状況

け、 社会経済
情勢の変化

地元等
の意向

当初
※ 1
現行

分析基礎の
要因の変化′

コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

回
議
度

前
審
年

H20 H30 227.0

適建
-5 道路改築事業

一般県道諫早外環
状線 (諒早インター
工区 )

県 諌早市
延長
幅員
L=4,300m
Ⅵに70(120)m

H20 H31 2643

社会経済情勢
等の変化
③

202.8 84.2
100

(100)
19.8 41.7

・長崎県総合計画チャレンジ2020
10-(1)-2「高規格幹線道路・地域
高規格道路の整備による高速
ネットワークの構築」に位置付け
られている。

島原道路の整備状況
出平有明′ヽイパス(H25～ )
瑞穂吾妻パイパス(H28～ )
吾妻愛野バイパス(H23～H29)
愛野森山バイパス(H19～H25)
森山拡帽(H18～ )
長野～栗面工区(H23～ )

土質の相違に伴う工法の変
更等による全体事業資の増
額及び生活環境に配慮した
施工による完了年度の遅延

「諌早市」「一般回
道57号等県南地
域幹線道路整備
促進期成会」「長
崎県商工会議所
連合会」から整備
促進の要望を受け
ている。

(1.32)

105
1,04

〔マイナス要因〕
・事業貴の増(土
質の相達に伴う
工事内容の変更)
・工期の延長(生
活環境に配慮し
た施工による遅
延)

H28 継続

H23 H30 1200

鯉
・６
道路改築事業

区 )

一般県道諫早外環
状線 (鷲崎～栗面エ 県 諌早市

延長
幅員
い 2,700m
W二7.0(120)m

H23 H32 170.0

社会経済情勢
等の変化
③

104.3 67.4
100

(100)
10.2 55.5

・長崎県総合計画チヤレンジ2020
10-(1)-2「高規格幹線道路・地域
高規格道路の整備による高速
ネットワークの構築」に位置付け
られている。

島原道路の整備状況
出平有明′ヽイパス(H25～ )
瑞穂吾妻バイパス(H28～ )
吾妻愛野′ヽイパス(H23～ H29)
愛野森山′`イパス(H19～ H25)
森山拡幅(H18～ )
長野～粟面工区(H23～ )

事業着手時には把握できな
かつた事案による工事費の
増とトンネル掘削に伴う地山
変状への対策による完了年
度の遅延

「諫早市」「一般回
道57号等県南地
域幹線道路整備
促進期成会」「長
崎県商工会議所
連合会』から整備
促進の要望を受け
ている。

(1.32)

125
1104 ネルエ事に際し、
地表面に変状が
生したため、対策
工事等に時間を

〔マイナス要因〕
・事業資の増 (土
質の相違に伴う
工事内容の変更)
・工期の延長 (トン

要したことによる
選延) ヽ

ヽc

て

.6kmの ト

・これまで可能な
限リコスト縮減を
図つてきており、

H27 継続

H29 H30 90

-7
道建
道路改築事業

一般県道諌早外環
状線 (長野工区)

県 諫早市
延長 い500m
幅員 卜ヽ6.5(8.0)m

H29 H32 13.0

0.0 223
(67.6)

2.9 10.1

・長崎県総合計画チヤレンジ2020
10-(1)-2「高規格幹線道路・地域
高規格道路の整備による高速
ネットワークの構築」に位置付け
られている。

・島原道路の整備状況
'出平有明バイパス(H25～)
瑞穂吾妻バイパス(H28～ )
吾妻垂野バイパス(H23～ H29)
愛野森山バイパス(H19～H25)
森山拡幅(H18～ )
長野～栗面工区(H23～ )

継続

事業着手時には把握できな
かつた事案による工事費の
贈と関係機関との協議に時
間を要したこと:こよる完了年
度の遅延

「諌早市」「一般回
道57号等県南地
域幹線道路整備
促進期成会」「長
崎県商工会議所
連合会」から整備
促進の要望を受け
ている。

6.72

(1.32) 104 工事内容の変更)
・工期の延長(閥
係管理者との協
議の遅延)

〔マイナス要因〕
・事業費の増(土
質の相違に伴う

・これまで可能な
限リコスト縮減を
図つてきており、
事業効率化に大
きく寄与する新た
なコスト縮減は、
見込めない。
・用地進捗率が
50%を超え、残る
用地交渉も終盤
となつており、代
替案の可能性は
無い

※12回目以降の再評価の場合、「当初」は「前回Jと置き換えている。

水産庁、農林水産省
林里7,庁圏枢▲豊 国土交通省関係事業

区分

実施時期 実施時期

未着エ

事業保択後10年経過
長期機犠

準備・ 計画

再評価後

その他
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※3用地進捗率の上段は「事業費ベース」、下段()書きは「契約 (面積)ベース」である。
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別記6(再評価 )

整理
番号

事業計画

再評価の
理由※3

再評価の視点

前回
審議
年度

対応
方針
(原案)

事業名 施設名
業
体
事
主 事業箇所 事業概要

工 期 事業費 事業進捗の状況及び見込み

上位計画への位置づけ、
関連事業の状況

社会経済
情勢の変化

地元等
の意向

費用対効果分析 コスト縮減
及び
代替案立案の
可能性の有無

着エ 完了 (億円)
Hu牛瞑乏

進歩率
用 理 HZV年度 出 0年康 B/C

分析基礎の
要因の変化

上段 :当初※ 1

下段 :変更
(億円) (略)

(p
※2 (億円) (億円) 当初

粟 1
現行

道建
-8 道路改築事業

主要地方道佐世保
日野松浦線
(松浦インターエ区)

県 松浦市
延長 い110m
幅員 W=6.0(9.75)m

H28 H29 5.0

社会経済情勢
等の変化
③

0.5 45.5
28

(77)
2,0 30

・長崎県総合計画チヤレンジ2020
10-(1)-2「高規格幹線道路・地域
高規格道路の整備による高速
ネットワークの構築」に位置付け
られている。

・西九州自動車道(伊万里松浦道
路)の整備状況
今福～山代久原ICの開通
H27.3

調川ICまでの開通 H29.11
松浦ICまでの開通 H30年度予
定

用地補償貴の実地調査によ
る事業資の増額、関係機関
との工事調整による完成年
度の運延

松浦市より整備要
望を受けている。

250 230

〔マイナス要因〕
・事業資の増加
(用地補償費の精
査)
・工期の延長(閥
係機関との工事
調整による遅延)

・これまで可能な
限リコスト縮減を
図つてきており、
事業効率化に大
きく寄与する新た

ヽ
。

ヽ

継続

H28 H30 55

※1 2回 目以降の再評価の場合、「当初Jは「前回」と置き換えている。

水産庁、農林水産省
林野庁関係事業 国土交通省関係事業

区分

実施時期 実施時期

未着エ

事業保択後10年経過 5年経過
(S年機過時点で再解価が必要と輌断)

長期盤続

準備 ,計画

再電子価後 5年鰹過
再評価後

その他

5

※3用地進捗率の上段は「事業費ペースJ、 下段()書きは「契約 (面積)ベース」である。
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